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保護者の職業は，農業，漁業が4.2 %， 自営業が12.6%，公務員や会社員その他が83.2%, 
42 山塙：学生の調理技能に関する調査（第2報）
表1 調査対象者の属性
( n =167) 
居住形態 家 族 数
自宅 自炊 下宿寮 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人
数 134 26 4 3 3 17 72 46 20 5 4 
% 80.2 15.6 2 .4 1.8 1.8 10.2 43.1 27.5 12.0 3.0 2.4 
母親の就 労 保護者 の職業
無職 有職 母親なし 農業，漁業 自営業 公務員，会社員その他
数 102 60 5 7 21 139 


























6「家庭で家族の食事作りをしますか」では「月に 1度くらい」 がもっとも多く67人， 40.1%,
43 
表2 アンケ←ト調査結果
( n =167) 
項 目 尺 度 人 % 
得 占
平均値 標準偏差
好き 41 24.5 3.96 0.784 
好きな方 84 50.3 
1 調理することは好きですか どちらでもない 37 22.2 
嫌いな方 4 2.4 
嫌い 1 0.6 
苦にならない 31 18.6 3.64 1.004 
2 貴方は調理することがめんどうに恩
それほど苦にならない 76 18.6 
いますか
どちらでもない 32 19.2 
ややめんどうだと思う 25 15.0 
めんどうだと思う 3 1.8 
楽しかった 103 61. 7 4.52 0.699 
3 貴方は高校の調理実習は楽しかった
まあ楽しかった 52 31.1 
ですか
どちらで、もない 8 4.8 
あまり楽しくなかった 4 2.4 
楽しくなかった 。。
よく見る 33 19.8 3.89 0.851 
4 貴方は料理雑誌，記事などよく見る
時々見る 101 60.5 
どちらでもない 14 8.4 
方ですか
あまり見ない 19 11.4 
まったく見ない 。。
そう思う 156 93.4 4.93 0.280 
5 貴方は調理が上手になりたいと思い
やや思う 10 6.0 




毎日している 12 7.2 2.69 1.109 
6 貴方は家庭で家族の食事作りをしま 週に2～ 3度はする 30 18.0 
すか 週に1度くらいはする 39 23.4 
（自宅外の人は帰省時） 月に l度くらいはする 67 40.1 
まっfこくしfこことカぎかい 19 11.4 
毎日している 28 16.8 3.35 1.138 
7 貴方は家庭で調理の手伝いをします 週に2-3度はする 55 32.9 
1J、 週に l度くらいはする 41 24.6 
（自宅外の人は帰省時） 月に1度くらいはする 34 20.4 
まったくしたことカfかい 9 5.4 
よく作る 14 8.4 3.25 0.976 
8 貴方は家庭でお菓子作り をしますか
時々つくる 58 34. 7 
たまに作る 55 32.9 
ほとんど作らない 35 21.0 
今まで作ったことがない 5 3.0 
毎日作った 14 8.4 2.14 1.304 
9 貴方は高校時代弁当を自分で作りま
週に 2-3度はする 20 12.0 
週に l度くらいはする 1 6.6 
したか
月に 1度くらいはする 52 31.1 
まったくしたことカぎかい 70 41.9 
ょくする 18 10.8 3.09 1.002 
10 貴方は手伝事（手芸，洋裁）をする
時々する 37 22.2 
たまにする 55 32.9 
方ですか ほとんどしない 56 33.5 
今までしたことがない 0.6 
平 均 3.55 0.530 
44 山塙：学生の調理技能に関する調査（第2報）
「週に 1度くらいJが39人，23.4%，これらが60%以上を占める。「週に2-3度」は30人， 18.0%, 





る。 「まったくしたことがないJt 9人， 5.4%で「食事作り」の11.4%の約1/2に減位互いる。
平均値は3.35，前項の「食事作り」の2.69を大きく越えている。
8「家庭で菓子作りをしますか」では「よく作る」「時々作るJ「たまに作る」を合わせると










































































































































































をしますか 上位群 1 20 
（自宅外の人は帰省時） 人（%） (10.9) (19 .8) ， , ①毎日 している
②週に 2～3度はする I Cl,5）／ノ ／／ 
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群 日リ 上位群 （n =101) 下位群 （n=66) 
項 日 平均値標準偏差 平均値標準偏差 Z値 判定
1 調理することが好き 4.01 0.810 3.76 0.698 2.801 P <0.01 
2 調理をすることはめんどうと恩わない 3.66 1.065 3.61 0.903 0.326 N. S 
3 高校の調理実習は楽しかった 4.50 0.753 4.56 0.606 0.606 N. S 
4 料理雑誌，記事をよく見る 4.01 0.814 3.70 0.870 2.311 P <0.05 
5 調理が上手になりたいと思う 4.91 0.318 4.95 0.208 0.981 N S 
計 4.23 0.496 4.12 0.431 1.518 P <O.l 
6 家族で食事作りをする 2.83 1.186 2.48 0.941 2.117 P <0.05 
7 家族で調理の手伝いをする 3.50 1.114 3.14 1.140 2.013 P <0.85 
8 家族で菓子作りをする 3.34 0.998 3.11 0.928 1.524 P <O.l 
9 高校時代弁当作りをした 2.19 1.348 2.06 1.229 0. 643 N. S 
10 手仕事をよくする 3.08 0.982 3.11 1.032 0.187 N. S 
計 2.99 0.805 2.78 0.634 1.878 P <O. l 















群 5Jlj 上位群（n =101) 下位群（n=66) 
項 目 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 z fi直 判定
1 食品の良否の見分け方 6.87 1.663 6.67 1.752 0.736 N. S 
2 調理方法 6.32 1.242 6.23 1.704 0.370 N. S 
3 調理器具の扱い 5.77 1.406 5.91 1.390 0.630 N. S 
4 献立作成 7.32 1.840 7.45 1.852 0.497 N. S 
















データ ー 165 165 
平 均値 26.28 72.41 







群 5Jlj 有職群（n=65) 無職群（n=102) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 Z値 判定
1 調理することが好き 4.02 0.774 3.92 0.788 0.808 N.S. 
2 調理をすることはめんどう と思わない 3.72 0.953 3.59 1.032 0.832 N. S 
3 高校の調理実習は楽しかった 4.60 0.549 4.47 0. 776 1.269 N. S . 
4 料理雑誌，記事をよく見る 3.83 0.852 3.92 0.848 0.668 N. S. 
5 調理が上手になりたいと思う 4.95 0.210 4.91 0.316 0.985 N. S. 
言十 4.22 0.454 4.16 0.513 1. 792 N. S . 
6 家族で食事作りをする 3.02 1.088 2.49 1.073 3.087 P <0.005 
7 家族で調理の手伝いをする 3.63 1.075 3.18 1.141 2. 574 P <O .005 
8 家族で菓子作り をする 3.26 0.933 3.24 1.002 0.131 N s. 
9 高校時代弁当作りをした 2.46 1.415 1. 93 1.182 2.513 P <0.01 
10 手仕事をよくする 3.18 0.975 3.03 1.014 0.954 N. S . 
ィ、 計 3.11 0.727 2.77 0.734 2.934 P <0.005 


















群 l.JI 2人 (n = 3) 3人 ( n =17) 4人 (n =72) 5人 (n =46) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差
6 家族で食事作りをする 3.67 1.247 2.59 1.141 2.57 0.969 2.70 1.081 
7 家族で調理の手伝いをする 3.67 1.247 3.35 1.326 3.31 1.138 3.30 1.019 
8 家族で菓子作りをする 3.00 0.000 3.00 1.029 3.22 0.916 3.28 1.077 
9 高校時代弁当作りをした 3.67 1.247 2.24 1.395 2.10 1.282 2.09 1.248 
10 手仕事をよくする 2.33 0.471 2.88 0.963 3.03 1.054 3.03 1.054 
ぷ口b、 言十 16.33 3.859 14.06 3.859 14.22 3.698 14'.22 3.698 
平 均 3.27 0.843 2.81 1.171 2.84 1.072 3.05 1.082 
群 日リ 6人 (n =20) 7人 (n = 5) 8人 (n = 4) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差
6 家族で食事作りをする 2.95 1.431 2.60 0.800 3.50 l. ll8 
7 家族で調理の手伝いをする 3.40 1.241 3.40 0.800 4.25 0.829 
8 家族で菓子作りをする 3.55 0.805 3.00 0.894 3.25 1.299 
9 高校時代弁当作りをした 1.95 1.284 2.40 1.356 2.50 l. ll8 
10 手仕事をよくする 3.40 0.860 3.20 0.400 3.00 1.225 
止p 計 15.25 3.284 14.60 2.332 16.50 5.025 






群 5JI 農業，漁業（n= 7) 自営業（n=21) 公務・会社員他（n=139) 
項 日 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
6 家族で食事作りをする 3.71 0.881 2.86 1.125 2.62 1.089 
7 家族で調理の手伝いをする 3.71 1.030 3.67 1.168 3.29 1.127 
8 家族で菓子作りをする 3.29 1.030 3.29 0.933 3.24 0.979 
9 高校時代弁当作りをした 2.29 1.278 2.10 1.151 2.09 1.300 
10 手仕事をよくする 3.14 0.833 3.33 1.168 3.05 0.977 
止d' 計 17.14 2.799 15.24 3.517 14.28 3.757 
平 均 3.43 1.010 3.05 1.109 2.86 1.094 







くしたことがない」は11.4%である。「家庭で調理の手伝いをする」は「週に 2～ 3Jが32.9% 
でもっとも多い。
2.調理技術と調理に対する興味との関連については，調理基礎実技調査の上位群（実技調
査の所要時間の平均値より早い者）は下位群よりアンケート得点が有意で高い。上位群は「調
理をすることが好き」が4.01，下位群は3.76，また「料理雑誌・記事などを見る」についても
上位群は4.01，下位群は3.70である。調理技術の早い，遅いと，調理に対する興味，意欲とは
関連が深い。
3.調理技術と調理経験との関連については，上位群は「家庭で食事作りをする」が2.83, 
下位群は2.43，「家庭で調理の手伝いをする」が上位群は3.50，下位群は3.14で上位群が有意
で高い。また「菓子作りをする」も上位群が高く有意差が見られた。調理技術の早い，遅いと
調理経験には強い関連がある。
4.母親が就労している者は，していない者より調理経験に関する得点数が有意で高く，家
庭で食事作りをまったくしたことがない者は全員母親が就労していない家庭である。家族員数
では3～ 4人の家庭の者が調理経験がもっとも少ない。職業別では農業の家庭が調理経験が
もっとも多い。
母親が就労していたり，家業が忙しいために，家族の食事作りや手伝いをするなど，調理経
験の多い者ほど調理技能は優れている。また技能の高い者ほど調理に対する興昧，意欲も強い。
これらの関係は相乗的なもので，ある程度の技能が伴えば調理作業を手軽に手がけるものであ
り，その積み重ねが更に興味や技能の向上をもたらすことになる。
5i 
今回の調査対象者は家政系学科の専攻学生であり，当然調理への関心は高いが，他の調査に
おいても女子学生は一般に調理を好んでいる。この特性を生かすべく，出来るだけ多くの調理
経験を持つことが望まれる。このことは，手作りのみを強調するものではない。加工食品等，
文明の恩恵を上手に取り入れながら，つとめて自分の手で食事作りをすることが大切で、ある。
加工食品への過度の依存にはさまざまな問題が指摘されている。第ーには，原料，製造過程が
不透明な点である。いかに，法の規定に沿って作られていても，自ら作る食物に対するような
安心感を持つことは出来ない。また，料理や調理技術の家庭内伝承が低下し，ひいては文化遺
産の喪失へとつながることが憂慮される。文化とは創ることであり，人聞はそれにかかわるこ
とで人間であるとすれば，そうした根源的な問題もある。今後，食の社会化はますます進行す
るであろうが，健康の保持と精神的な豊かさの獲得という食生活の基本的な機能を広い視野か
ら認識し，自ら作ることの意義をそこに求めたいものである。
地方出身の学生のほとんどは，自炊生活をしている。 単身赴任者，高齢者家庭が増え，現代
は男性，女性を問わず，食事作りにかかわる機会は増加している。子供の時から，家庭内での
簡単な家事，調理作業を手伝わせ，自然のうちに訓練することが望まれる。 小学校家庭科の新
しい教育課程においても，日常生活との関連を図った実践的・体験的な学習を行うことが一層
強調されている。生活する場，家庭での役割は大きい。また基礎的技能を育て，補うための学
校での食教育は重要であり， これらをふまえての指導内容，方法の充実が図られねばならない
と思う。
参考文献
1 ）足立容子：女子学生の食生活満足度に及ぼす要因，日本家政学会誌，1990
2）雪印乳業：女子高校生が自分でできる料理のレパー トリー ，1991
3）桜井純子：新教育課程こう実施される，日本教育新聞社，昭和63.3.27
